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１．事業の概要
１）事業の目的
竜西流域では、土石流ならびに上流域からの土砂の生産・流出にともなう下流域
での洪水の発生等の土砂災害から、人命・財産等の被害を防止することを目的と
して、直轄砂防事業を実施しています。

竜西流域では、土石流ならびに上流域からの土砂の生産・流出にともなう下流域
での洪水の発生等の土砂災害から、人命・財産等の被害を防止することを目的と
して、直轄砂防事業を実施しています。

２）流域の概要
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竜西５流域

・上流は山地流域、下流は扇状地

・下流には、駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松川町の市街地
が位置し、人家や公共施設、中央自動車道、国道153号、
JR飯田線等の保全対象が分布

・上流は山地流域、下流は扇状地

・下流には、駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松川町の市街地
が位置し、人家や公共施設、中央自動車道、国道153号、
JR飯田線等の保全対象が分布

213.2 km2：流域面積

中央アルプス 駒ヶ岳等：水 源

太田切川、中田切川、与田切川、片桐松川、新宮川：主要河川

■ 竜西流域諸元



■ 流域の荒廃状況

・ 竜西流域は、急峻な地形で風化しやすい花崗岩・変成岩を基盤とすることから、崩壊の
著しい重荒廃地域となっており、下流域に大量の土砂を供給する条件を備えています。

・ 上流部に分布する崩壊地からは、多量の土砂が常時生産されており、土石流の発生
頻度が高い渓流となっています。特に百間ナギ大崩壊地からは、多量の土砂が常時生
産されています。

・ 扇状地に形成された田切地形からは、洪水時に天竜川本川へ大量の土砂を流出しま
す。

■ 流域の荒廃状況

・ 竜西流域は、急峻な地形で風化しやすい花崗岩・変成岩を基盤とすることから、崩壊の
著しい重荒廃地域となっており、下流域に大量の土砂を供給する条件を備えています。

・ 上流部に分布する崩壊地からは、多量の土砂が常時生産されており、土石流の発生
頻度が高い渓流となっています。特に百間ナギ大崩壊地からは、多量の土砂が常時生
産されています。

・ 扇状地に形成された田切地形からは、洪水時に天竜川本川へ大量の土砂を流出しま
す。
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宝剣岳周辺の崩壊状況 北御所谷の新規崩壊
（Ｈ１５年４月土石流発生）

崩 壊 地

荒井沢の崩壊状況

荒井沢の渓床内の不安定土砂

百間ナギ大崩壊地

田切地形の形成

山地の土砂が平地
に運ばれ扇状地が
できる。

扇状地を流れる川
(支川)は川底の土
砂をさらに削り
とって天竜川本川
に運ぶ。中央アル
プスは断層で土地
を切りながら激し
く上昇する。

扇状地の土砂はや
わらかいため短期
間で深い谷をつく
り田切地形となる。扇状地に形成された田切地形



３）主要な災害

梅雨前線豪雨により土石流や土砂崩れが発生
田畑流出ほか

駒ヶ根市 他
昭和４５年

６月

秋雨前線による集中豪雨で土砂流出
河川・道路崩壊１３箇所、農業用施設３１箇所ほか

駒ヶ根市 全域
昭和６３年

９月

台風２０号による被害
氾濫した土砂流による駒ヶ根市の上水道施設の
埋没ほか

駒ヶ根市 全域
昭和３９年

９月

梅雨前線豪雨により被害発生
天竜川流域で、死者・行方不明者１３０名、全壊・
流失家屋約９００戸、被災家屋約１４,０００戸

伊那谷 全域
（未曾有の大災害）

昭和３６年
６月

大雨により桶ヶ沢で山崩れが発生
桶ヶ沢水路決壊、民家２戸、田畑３反流失

駒ヶ根市 赤穂
昭和２０年

７月

伊勢湾台風（台風１５号）により被害発生
全半壊家屋３８戸

松川町
昭和３４年

９月

大洪水により被害発生
被災家屋５３５戸

伊那谷 全域
昭和３２年

６月

台風１０号により与田切川で土石流発生
与田切発電所取水ダム建設工事現場で３名死亡

飯島町
昭和６０年

７月

雷雨による局地的豪雨により与田切川オンボロ沢
で土石流発生
土石流流下による天竜川の増水により、釣り客２
名死者・２名行方不明

飯島町
平成６年

８月

梅雨前線豪雨により土砂流出で被害発生
被害面積１３ha、被災家屋２２２棟

飯田市、駒ヶ根市、
飯島町、松川町 他

平成１１年
６月

豪雨、台風１０号により浸水被害発生
浸水面積１４５ha、被災家屋５３１棟

飯田市 他
昭和５７年
７～８月

台風１０号により土砂流出
伊那谷全域で被害発生
全壊家屋１戸、半壊１１戸、床下浸水１１５戸、河
川・道路崩壊５７８箇所ほか
中央自動車道松川～駒ヶ根IC間では土石流氾濫

伊那谷 全域
昭和５８年

９月

被 害 状 況災害場所発生年月
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飯田市松尾、下久堅地区

昭和３６年梅雨前線豪雨による被災状況
（伊那谷における戦後最大の土砂災害）

新宮川合流点の氾濫状況

昭和３６年６月、梅雨前線の停滞及び台風６号の接近に伴う集中的な豪雨
により、天竜川とその支川は暴れ川と化し、伊那谷の各所で土石流が発生
しました。崖崩れや堤防の決壊が相次ぎ、死者・行方不明者は１３０人にも
及ぶ大災害となりました。
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上割新宮川発電所付近の惨状

天竜川の河道災害箇所

竜西流域下流の天竜川沿いの被災状況

朝日新聞
(S36.6.30)
掲載記事

①支川から大量の
土砂が本川へ流入

②本川に土砂が堆積して河床が上昇

天竜川
本 川

支
川

河床上昇

洪水氾濫

③洪水氾濫発生

洪水前土砂堆積により安全に流すことができる断面が減少

土砂堆積により想定よりも河川水位が上昇し氾濫発生
想定水位

被害 被害

堤
防

堤
防

被害発生のメカニズム

user
長方形



平成６年８月５日夜の局地的豪雨により、与田切川は増水し、上流で土石
流が発生しました。この土石流は天竜川合流点にまで到達し、天竜川本川が
一時的に増水し、釣客２名が死亡し、２名が行方不明となりました。 また、各
地で土砂崩れ等も発生し、道路寸断等の被害が見られました。

町道被災状況

土石流により満砂した砂防えん堤

長野日報（平成６年８月７日）
掲載記事

毎日新聞（平成６年８月７日）
掲載記事

土石流の流下状況

平成６年 雷雨に伴う局地的豪雨による被災状況
（与田切川における近年の土石流災害）

5

user
長方形

user
長方形



片桐松川流域では、荒廃が著しく昭和３２年、昭和３４年などの豪雨によりたび
たびの被害を受けたため、昭和３４年に直轄砂防事業を着手しました。

太田切川、中田切川、与田切川、新宮川流域では、昭和３６年６月の降雨により
至る所で崩壊が発生し、多量の土砂が流出して土石流が発生しました。また、天竜
川本川に土砂堆積を起こし、洪水氾濫を招きました。この災害では、天竜川流域で
死者・行方不明者１３０人、全壊・流出家屋９００戸に及ぶ甚大な被害が発生しまし
た。このため、土砂災害によって荒廃した流域の土砂災害対策及び天竜川本川へ
の土砂流出抑制のため、昭和３７年に直轄砂防事業を着手しました。

４）砂防事業の経緯
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昭和３４年（片桐松川流域）
昭和３７年（太田切川、中田切川、与田切川、新宮川流域）

：直轄事業着手

昭和３２年６月、昭和３４年９月 伊勢湾台風
（片桐松川）

昭和３６年６月 伊那谷災害
（太田切川、中田切川、与田切川、新宮川流域）

：契 機 災 害



５）事業を巡る社会情勢の変化
【市街地の生活基盤の形成】
■竜西流域には、駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松川町が位置し、人口及び世帯数は増

加傾向にあります。
■また、中央自動車道や国道１５３号、ＪＲ飯田線などの交通基盤が整備されています。
■駒ヶ岳ロープウェーや与田切公園、信州松川温泉清流苑等の観光資源があり、多く

の観光客が訪れ、観光客数は安定しています。
■養命酒工場をはじめ、ウイスキー、アルミ建材、ハイテク研究所等の先端技術産業が

進出しているほか、田切グリーン工業団地等が整備されており、地域産業の中核的
な地域となっています。このような背景から、事業所数は
安定しています。
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早太郎温泉 こまくさの湯

■天竜川本川沿いには、伊那谷の中核都市である駒ヶ根
市が位置しています。

与田切公園

出典：国勢調査
注) 駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松川町の合計値

【竜西流域の人口・世帯数の推移】
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出典：事業所・企業統計調査
注) 駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松川町の合計値

【竜西流域の事業所数の推移】
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出典：観光地利用者統計調査

【竜西流域周辺の観光客数の推移】
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太田切川周辺の工場地域



JR飯田線、中央自動車道、一般国道153号、
主要地方道15号，75号、発電所4 他

主 要 公 共 施 設 等

児童福祉施設3、老人福祉施設2、医療提供施設2、
幼稚園2、精神薄弱者養護施設2、その他1

災害時要援護者関連施設

約 ３，６００ 戸想 定 被 害 家 屋 数

約 １２，１００ 人想 定 氾 濫 区 域 内 人 口

約 ３２．７ km2想 定 氾 濫 区 域 面 積

無施設時の想定氾濫範囲

６）災害発生時の影響
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天竜川

太田切川

中田切川

天竜川



７）竜西流域砂防事業の目標

水系砂防として、約３，１６６万ｍ３の土砂整備で、１００年に一度程度の豪
雨にも下流の氾濫被害をなくすことができます。

また、地域防災砂防として土石流対策を進め、山間地や谷出口などに存在
する保全対象における土石流災害の防止，軽減に努めます。
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●１００年に一度程度の豪雨時にも、
・竜西流域および下流の氾濫被害をなくす
・流域内での土石流災害による人的・財産被害をゼロにする



８）概ね３０年間に進める事業

各河川の上流域における砂防
えん堤の整備と、床固工群の整
備により、JR飯田線や中央自動
車道の重要交通網の保全を優先
し、既往最大の昭和36年災害の
再度災害防止を図ります。

●整備目標：昭和36年災害対応
既往最大（昭和36年）の土砂生産での土砂流出でも
地域が安全となるよう砂防施設整備を進める。

約560万m3全 体

約 50 万m3

約 20 万m3

約180万m3

約195万m3

約115万m3

目標整備土砂量

与田切川

新 宮 川

片桐松川

中田切川

太田切川

流 域

概ね30年間の
目標整備土砂量

砂防えん堤整備
整備土砂量 約５０万ｍ３

床固工群整備
整備土砂量 約１０５万ｍ３

砂防えん堤整備
整備土砂量 約５万ｍ３

床固工群整備
整備土砂量 約１５万ｍ３

砂防えん堤整備
整備土砂量 約１０万ｍ３

砂防えん堤整備
整備土砂量 約２０万ｍ３

床固工群整備
整備土砂量 約１６０万ｍ３

砂防えん堤整備
整備土砂量 約３０万ｍ３

床固工群整備
整備土砂量 約１６５万ｍ３
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約560万m3

今後の必要
整備土砂量

約786万m3

整備済み
土砂量

約1346万m3

整備対象
土砂量



■ 施設と整備量
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光ケーブルを駒ヶ根市、飯島町などの関係自治体と接続して防災担当部局に渓
流の画像提供を開始しました。これにより、土砂災害等の情報が早期に共有でき
るようになりました。
引き続き関係自治体へ早期に情報提供できるように順次整備を実施します。

天竜川上流防災情報ネットワーク

■ ソフト対策

２４．８％
６，８９０ｍ
１箇所
２基

６７基
２９基

今回評価時
の完成施設

前回評価時
の完成施設

０基帯 工

５，７５０ｍ護 岸 工
２１．２％事業進捗率

０箇所

５５基
２８基

項 目

砂 防 林

床 固 工
砂防えん堤

現況施設時

計画規模の土石流による土砂災害
が軽減されました。

下流の氾濫被害範囲が 約４９０ｈａ
軽減しました。

１）これまでの整備状況
２．事業の進捗状況

■ 土砂氾濫被害の軽減

氾濫区域が軽減

古
屋
敷
川

大曽倉川

新宮川

ＣＣＴＶカメラ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年までの
整備済土砂量
7,859,000m3

残りの整備土砂量
18,201,000m3

今後30年間の
整備土砂量
5,600,000m3

※前回評価時は平成15年
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２）当面の緊急対策

■当面の事業目標（１０年程度）

片桐松川床固工群

中田切第4砂防えん堤

与田切床固工群

太田切床固工群

唐山沢砂防林

黒川第4砂防えん堤

中田切渓流保全工

大横第２砂防えん堤

新沢第２砂防えん堤

JR飯
田
線 国道153号

与
田切川

町 道

概ね10年の対策箇所

現況与田切床固工群

JR飯田線や中央自動車等の重要交通網を保全するため、上流域で
の根幹的砂防えん堤の整備や下流域の重要交通網前後での床固工
群の整備を進める。

また、片桐松川は床固工群を概成させる。



３）完成施設の状況

（１）既存施設の状況と効果
竜西流域は険しい地形と脆弱な地質のため、崩壊

が著しく、過去度々土砂災害に見舞われてきました。
近年は、既設砂防施設の整備がある程度進み、土

砂の生産・流出抑制が図られ、下流の保全対象（田
畑・家屋等）への被害を軽減しています。また、流路
が固定・安定できるようになり、水田，工場等の土地
利用が高度化されています。
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本谷砂防えん堤

与田切床固工群

与田切川で平成6年災害相当の土石流が発生した場合、

飯島第６砂防えん堤により土砂を捕捉できるため、ＪＲ飯
田線等の橋への土石流の衝突や、周辺施設（用水・管理
道路等）への被害を未然に防ぐことができます。

飯島第６砂防えん堤がなかった場合の土砂の堆積状況
（ＪＲ飯田線～国道153号の区間）

飯島第６砂防えん堤の効果

飯島第６砂防えん堤
(H17完成)

太田切川

新宮川

中田切砂防林

新宮第２砂防えん堤

右岸下流に導流堤が建設されましたが、水田開
発は両岸の一部にとどまっています。

昭和３７年に直轄砂防事業に着手し、砂防施設
の整備に伴い両岸とも水田利用が拡大しました。

工場エリア（紫色部分）や市街地（赤色部分）
も拡大しています。

大正２年

昭和４６年

平成８年

中田切川

H16・H17

H17

与田切川

H15・H16

H18

H15・H16

H17
H17

H16

H16
H16

H18・H19

H20～

最大水位

太田切床固工群

H16・H17

H18
H19

太田切川

H20～



■ 地域整備計画との一体的な周辺整備
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（２）砂防施設の利用状況

与田切床固工群の整備箇所は、飯島町都市計画公園（与田切公園）が隣接し、
拠点的なレクリエーション空間となっています。このため、周辺の優れた自然環境
や景観と調和し、水辺に親しむことができるよう、巨石を使用した緩傾斜護岸の整
備や魚類等の生息環境を保全するために魚道を併設した斜路式の床固工を整備
しています。

清流苑付近

片桐松川床固工群

○片桐松川床固工群

Ｈ１１年６月の梅雨前線豪雨により被害を受けた下流域の護岸等は、災害後、片
桐松川床固工群の整備により復旧が行われています。現在では、河川の安定化
が進み、地域のイベント等にも利用されています。

○与田切床固工群

松川温泉 清流苑 片桐松川で遊ぶ子供たち

清流苑まつり（H１７）

片桐松川

片桐松川

H16

H15

親 水 護 岸

魚に優しい斜路水と親しむ子供達

洪水時には土石流や土砂の流出を防ぎ、普段は地域にとって安らぎと憩い
の場になっています。



４）地元の協力体制等

関係市町村からは、直轄砂防事業促進に関する要望が出されています。

■ 地域からの要望

■ 地域の協力
流域内の住民、市、県、国、その他関係機関

が協力して、土砂災害を想定した大規模な防
災訓練を実施しています。また、あわせて、楽
しみながら防災や地域の豊かな自然を学べる
取り組みも実施しています。

１．重荒廃、一般荒廃地域における施設整備の推進

２．重要交通網保全対策のための施設整備の推進

３．土石流危険渓流の整備の推進

４．民間投資の誘発及び
地域活性化を支援する砂防設備の推進

５．災害時要援護者関連施設に係わる
土砂災害対策の推進

６．大規模貯水池への流入土砂対策の推進

７．直轄地すべり対策事業の推進

８．情報基盤整備の推進

天竜川上流治水事業促進に関する要望書
天竜川上流治水促進期成同盟会 他

●安心できる暮らしを支える砂防事業

天竜川上流域における砂防事業促進要望事項
天竜川上流直轄砂防事業促進期成同盟会
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平成２０年６月
会長：駒ヶ根市長，会員：大鹿村長，飯田市長，松川町長，高森町長，阿南町長，
中川村長，豊丘村長，喬木村長，下條村長，天龍村長，泰阜村長

平成２０年６月
会長：伊那市長、副会長：駒ヶ根市長、副会長：中川村長，
会員：大鹿村長，飯田市長，松川町長，高森町長，阿南町長，

豊丘村長，喬木村長，下條村長，天龍村長，泰阜村長

・竜西流域では、事業着手時より、土石流対策及び土砂流出抑制のため、砂防
えん堤や床固工群を整備してきました。

・現在、太田切床固工群、黒川第４砂防えん堤、中田切第４砂防えん堤、中田切
砂防林、与田切床固工群、片桐松川床固工群、唐山沢砂防林、新沢第２砂防
えん堤の整備を実施しています。

・今後、事業を進めるにあたって大きな支障はないと見込んでいます。

５）事業進捗の見込み
砂防ﾌｨｰﾙﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ構想



３．費用対効果
費用対効果分析は、「治水経済調査マニュアル（案）」（平成17年4月 国土

交通省河川局発行）等に規定されている手法により評価しました。
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■ 事業全体の投資効率性の評価

■ 残事業の投資効率性の評価

Ｂ／Ｃ ＝ ３．０４Ｂ／Ｃ ＝ ３．０４

０．５・残存価値

６，１１９．７億円

４，３５０．２・直接被害軽減効果

１，００２．１・土砂処理費用軽減効果

６２９．８・人命保護効果

１３１．２・間接被害軽減効果

５．９・交通途絶被害軽減効果

Ｂ＝

２，０１０．３・事業費

４．９・維持管理費

Ｃ＝ ２，０１５．２億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ※事業費と被害額は平成20年に現在価値化

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ※事業費と被害額は平成20年に現在価値化

Ｂ／Ｃ ＝ ２．９４Ｂ／Ｃ ＝ ２．９４

３５６．０億円

３５２．８・事業費

３．２・維持管理費

Ｃ＝

①直接被害軽減効果 ：一般資産(家屋、家庭用品、事業所、農作物等)や公共土木施設等の被害を軽減する効果
②間接被害軽減効果 ：事業所の営業停止損失、家庭や事業所における応急対策費用等を軽減する効果
③人命保護効果 ：人的被害を軽減する効果
④交通途絶被害軽減効果 ：交通迂回に伴う費用を軽減する効果
⑤土砂処理費用軽減効果 ：土砂の撤去費用を軽減する効果
⑥残存価値 ：評価期間終了時の構造物や用地の残存価値
⑦事業費 ：砂防事業整備に要する費用(工事費、用地費、補修費等)
⑥維持管理費 ：砂防施設の維持管理に要する費用

①～⑤は「砂防事業整備がない場合」と「砂防事業整備がある場合」の被害の差額

■前回評価時の費用便益比(B/C)との比較

０．３・残存価値

１，０４５．１億円

６５４．３・直接被害軽減効果

８０．１・土砂処理費用軽減効果

２７２．６・人命保護効果

３６．０・間接被害軽減効果

１．８・交通途絶被害軽減効果

Ｂ＝

実施していない５．１３．３７．７７．４全 体 事 業

実施していない

実施していない

新 宮 川

２．５

平成１７年

片 桐 松 川

３．７

平成１６年

与 田 切 川

１．８

平成１６年

中 田 切 川

算出していない

平成１５年

太 田 切 川

前回評価年

残 事 業



現地で発生する巨石を有効活用することによって、従来に比べ約９２％のコ
スト縮減を図っています。また、周辺の景観や生態系に配慮した施設整備を
実施しています。

■太田切床固工群での取り組み（現地発生材の有効活用）

玉 石 打 設 状 況 巨石を用いた曲線床固工

曲線床固工

４．コスト縮減や代替案立案の可能性

■与田切床固工群での取り組み

１）コスト縮減
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２）代替案の立案の可能性
■ 代替案として、土砂氾濫範囲内の保全対象を集団移転させることも考

えられますが、現在は土地利用状況が進展し、多くの住民が居住してい
ることや、中央道やＪＲ等の移転不可能な公共施設があることから、この
方法は困難です。
また、警戒避難等のソフト対策を主体とした防災対策も考えられますが、

ソフト対策では人命の保護は図れても、土砂氾濫範囲に存在する資産の
保全は困難です。このため、砂防施設によるハード対策を主体とした土
砂整備を行うことが必要です。

砂防ソイルセメントの有効利用によって、従来に比べ縮減率 約７５％のコ
スト縮減を図っています。

①土砂とセメントの混合 ②混合材料の運搬・荷下ろし

④転圧・締固め③敷均し



５．対応方針（原案）

■竜西流域砂防事業は継続する。■竜西流域砂防事業は継続する。

１）事業の必要性に関する視点

■ 以下の理由から、さらなる施設整備が必要であると考えられ
ます。

①竜西流域は、中央アルプスの険しい地形と脆弱な地質のた
め、崩壊の著しい重荒廃地域となっており、下流域に大量の
土砂を供給する条件を備えています。また渓床には不安定土
砂が厚く堆積しています。このため、土砂災害が発生する危
険性があります。

②竜西流域には、こまくさの湯や与田切公園をはじめとした観
光施設があり、毎年多くの観光客が訪れています。また、地
域の生活や観光に利用されている中央自動車道や国道１５３
号、JR飯田線等の交通施設、駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松
川町等の集落が位置しています。そのため、土砂流出・氾濫
による被害を防止する必要があります。

③竜西流域からの土砂流出により、天竜川に土砂が堆積し、土
砂氾濫することが考えられます。そのため、竜西流域からの
土砂流出を調節・抑制し、天竜川本川での河床上昇を抑制す
ることにより、保全対象の浸水・土砂被害を防止する必要が
あります。

２）事業進捗見込みの視点

■ 事業開始以来、ほぼ順調に整備が進んでおり、今後の事業
を進めるにあたり大きな支障はないと見込んでいます。

３）コスト縮減の視点

■ 現地発生材の利用等により、コスト縮減に取り組んでいます。
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